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1.1.1.1.はじめにはじめにはじめにはじめに    
 小・中学校では、2002年から「総合的な学習の時間」
を導入するため、様々な地域学習の試行が始まってい

る。一方、新しい観光スタイルとしてエコツアーが注

目されている。さらに、市民参加によるまちづくりが

各地で盛んに行なわれており、地域に適した施設計画

に地域学習は欠かせないテーマとなっている。これら

の動きに共通している地域資源を学習するための体験

型学習プログラムの開発を探ることが本研究の目的で

ある。そのため、市民参加による地域環境体験学習プ

ログラム策定方法を検討した。 
2.2.2.2.地域環境体験学習プログラムとは地域環境体験学習プログラムとは地域環境体験学習プログラムとは地域環境体験学習プログラムとは    
 地域環境とは地域に存在する自然・文化・歴史環境、

又身近に触れる生活環境全体を対象としている。地域

環境体験学習プログラムは、地域住民の参加・協力・

援助のもとに、地域固有の資源について体験を通して

学習するための仕組みや活動のつながりである。今回

は、その中でツアーやイベントにも活用可能な１日程

度のプログラムを想定することにした。 
3.3.3.3.「総合的な学習の時間」における地域環境体験学習「総合的な学習の時間」における地域環境体験学習「総合的な学習の時間」における地域環境体験学習「総合的な学習の時間」における地域環境体験学習

プログラムプログラムプログラムプログラム    
 「総合的な学習の時間」は、従来の机上で行なう理

論重視の教科ではなく、児童の体験や問題意識を重視

し、環境や国際、福祉など教科等の枠を超え、横断的・

総合的に体験的な学習をする特徴がある。具体的なね

らいは、自ら課題を見つけ、学び、考え、主体的に判

断し、問題を解決する資質や能力を育てること、又学

び方やものの考え方を身に付け、問題解決や探求活動

に主体的、創造的に取り組む態度を育て、自己の生き

方を考えることが出来るようにすることとされている。 
 地域環境体験学習プログラムは、身近な地域資源の

気づきから学習素材を提供するという役割と地域の市

民と子供達、教育者達の交流の機会をもたらすことに

ある。地域資源の発見と地域住民の参加によって構成

することで、地域資源情報と地域住民との繋がりの場

が得られやすい。児童の関心の向いた事柄や現実の体

験から発見する上でも、地域学習からのスタートが注

目されている。 
4.4.4.4.エコツアーにおける地域環境体験学習プログラムエコツアーにおける地域環境体験学習プログラムエコツアーにおける地域環境体験学習プログラムエコツアーにおける地域環境体験学習プログラム    
 エコツアーには、自然・歴史・文化など地域固有の

資源を活かした観光を成立させ、観光によってそれら

の資源が損なわれることがないだけでなく、適切な管

理に基づく保護・保全を推進させ、地域経済への波及

効果が実現することをねらいとしているといえる。 
 地域環境体験学習プログラムは、こうしたエコツア

ーに学習の機能を重視させたものと位置付けることが

できる。地域資源に触れて楽しむだけでなく、学習目

的をはっきりさせることで、今後の人生に活かされる

体験内容とするプログラムであり、生涯学習を行なう

プログラムを目指す。 
5.5.5.5.まちづくりにおける地域環境体験学習プログラムまちづくりにおける地域環境体験学習プログラムまちづくりにおける地域環境体験学習プログラムまちづくりにおける地域環境体験学習プログラム    
 市民が身近な地域環境を見直すことで、地域の抱え

る問題や地域アイデンティティーを自覚・把握し、そ

のことが地域づくりへの参加意識を高めることにつな

がる。すなわち、地域環境体験学習プログラムは市民

の自覚を促し、まちづくりの動きと担い手への育成に

繋がっていくことを目的とする。 
6.6.6.6.ワークショップの運営組織ワークショップの運営組織ワークショップの運営組織ワークショップの運営組織    
 今回施行において開催したワークショップについて

説明する。行政・専門家・住民から成る。図‐1 の運
営組織から成り、全体をボランティア専門家グループ

を中心とする徳島ワークショップ研究会が運営を担当

した。参加住民は、市が関与するまちづくりグループ

である触れ愛まちづくり楽会塾生が中心となり、徳島

市職員や徳島ワークショップ研究会はスタッフとして

だけでなく、住民としても参加した。 

キーワード：総合的な学習の時間、エコツアー、市民参加によるまちづくり 
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STEP１ 
地域資源情報の抽出 

 
 
 
 
 
    
    
    
    
7.7.7.7.ワークショップの展開ワークショップの展開ワークショップの展開ワークショップの展開    
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地域環境体験学習プログラムの決定 

 

体験学習プログラムシート 名称 ひょうたん島はすばらしい！ 

主体（誰が） 

参加した親子 

（川めぐりしたしたことのない

人） 

ねらい 

ひょうたん島の変化を再確認する 

対象（誰に） ひょうたん島周遊＋城山 内容／ﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙ 

集合場所 
新町川、 

ボートハウス前 11:00 新町川を守る会の中村氏の話を聞く  

移動手段 船、徒歩 11:30 ひょうたん島半周（船） 

解散場所 
新町川、 

ボートハウス前 12:00 城山へ登る（とこどっこい坂から） 

成果物 新しい街つくりの発見と確認   城山の頂上での食事 

 歴史的な事物の発見と確認 14:00 徳島城庭園にてお話しを聞く 

準備物 各自の手作り弁当 15:00 ひょうたん島半周 

  （飲み物、おやつ）      反省会 

図－3 中心部による体験学習プログラムシート 

VII-086
STEP２ 
体験学習プログラムの作成と選
 
 
 

STEP３ 
地域資源マップづくり 
ム策定ワークショップは図に示すように行わ

１回では、全員で徳島市の地域資源を、大型

ットに書き出し、ボードに貼りつけて中心

・南部・西部に分類した。それぞれ地域につ

ープで、特徴や誇りである地域資源を議論し

内に明確な地域資源(徳島では吉野川など)が
場合、それに対する記述が集中したが、他の

様なキーワードが抽出された。 
では、グループ会議によって、お互いの地域

について意見交換し、グループリーダーが抽

内容を整理して、その地域の特徴を捉えるこ

とした。地域の特徴から地域環境体験学習プ

のテーマを明確にし、体験学習のプログラム

た。４つのプログラムに対して投票によって

ログラムに選択した。選択されたのは、中心

もの川によって型取られたひょうたん島を舞

‘ひょうたん島はすばらしい’と西部の歴史・

統が色濃く残す国府町を舞台とする‘国府い

検隊’である。図－3 に中心部グループによ
習プログラムシートの結果を示す。 
では、‘ひょうたん島はすばらしい’を取り上

グラムを試行した。ひょうたん島を形作る川
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－2 ワークショップ展開図 
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く知る参加者から話を聞きながら、気になる地域

をポロライドカメラで写す。その後、地図上にコ

トを挟みながら納得がいったところを「がってん

ク」、驚いたところを「びっくりマーク」、不思議

ったところを「はてなマーク」、良くないと思った

ろを「ばってんマーク」として印を付けていき、

資源マップを作成した。ひょうたん島周遊コース

、川の汚れとともに、如何に水とまちが一体であ

を感じ、プログラムを通してまちの異なる一面を

ことができた。城山探索コースでは、今まで何気

通った道にこんなにも多くの環境資源が存在する

という驚きが一番多く聞かれた。 
とめとめとめとめ    
域環境体験学習プログラム策定には、市民参加型

組みが有効であり、特にテーマの設定や資源の発

役立った。ただし、参加者は、年齢、性別、職業

様にする必要があることが分かった。今後は、他

においてプグラムを試行し、さらなる分析を行い、

グラム開発の明確化を目指していきたい。 

図－4 ワークショップ風景 
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